


































































































差指数 (GGG: The Global Gender Gap lndex)に目を向けると、日本は年々順位が下がる
傾向にあり、最新調査で若干持ち直したとはいえ、格差が改善されているとは言い難い





















自由裁;止権のi!'l)になどを立味する (了ジーニアス英和大静典4 より)。 以下のGE1¥lランキン
グ (2009 年) を凡てみると、日本は GEM ilIlJ定可能な 109 か 1 ~lq l 57位に位前しており、キ
ルギス共和国の lランク下である。好iどの先進|五|は20位までにエントリーしており、日本
は先進国の中では許しく下位にあることがわかる。日本の9J.t<共同参両推進の起れを示すー
っの布幼な数字と万えるだろう。2004作38位、 2006~ 42位、 2007・2008年54位、2009
年 57位と、日本の順位は年々後退している。
図2. ジェンダ ・ー 工ンパワーメント指数 (GEM)ランキング
(HIIlOJi Deve!otJJleJiI Reρorl2009より)
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と同等で、 42.596もの日本女性が大学などで高等教育を受けており、 OECD (2008)の調査
によると日本女性の学歴は世界都3位である。内閣府 (1997)はr1本は高等教育ーを受けた



























































































































が、有償・無償合わせて女性の労働時間が男性の 121% (日本は 108%)に及ぶなど、日本
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